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益
田
市
の
日
本
共
産
党
高

津
支
部
は
１
０
月
２
７
日
、

福
住
ひ
で
ゆ
き
参
院
鳥
取
島

根
選
挙
区
予
定
候
補
を
迎

え
、
つ
ど
い
を
開
き
ま
し
た
。

地
域
の
住
民
ら
３
１
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
党
員
以
外
の

参
加
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

福
住
氏
は
、
同
市
に
隣
接

す
る
山
口
県
萩
市
に
イ
ー
ジ

ス
・
ア
シ
ョ
ア
の
配
備
が
狙

わ
れ
て
い
る
問
題
や
、
消
費

税
１
０
％
増
税
な
ど
安
倍
政

権
の
策
動
を
批
判
し
、「
軍
事

費
増
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
社

会
保
障
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

来
年
の
参
院
選
で
安
倍
政
権

を
退
場
さ
せ
、
新
し
い
政
治

を
切
り
開
き
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。 

そ
の
上
で
、
市
民
と
野
党

の
共
闘
と
共
産
党
の
躍
進
を

訴
え
、
「『
野
党
は
共
闘
』
と

い
う
国
民
の
声
に
励
ま
さ
れ

2018年 

 

 

 

王
戦
決
勝
３
番
勝
負
の
第
２
局
で
棋

士
養
成
機
関
・
奨
励
会
の
出
口
若
武

三
段
（
２
３
）
を
２
連
勝
で
破
り
、

同
棋
戦
の
最
年
少
記
録
を
３
１
年
ぶ

り
に
更
新
す
る
１
６
歳
２
カ
月
で
優

勝
し
た
▼
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
主
催

の
新
人
王
戦
は
「
２
６
歳
以
下
」
で

「
参
戦
時
に
六
段
以
下
」
の
棋
士
や

奨
励
会
上
位
者
ら
で
争
う
若
手
の
登

竜
門
。
歴
代
優
勝
者
に
は
、
羽
生
善

治
竜
王
（
４
８
）
や
佐
藤
天
彦
名
人

（
３
０
）
ら
が
い
る
。
藤
井
七
段
は
、

組
み
合
わ
せ
決
定
時
に
「
四
段
」
だ

っ
た
が
、
今
年
２
月
か
ら
５
月
の
間

に
段
位
を
三
つ
上
げ
た
た
め
、
今
回

が
最
後
の
新
人
王
戦
出
場
と
な
っ
た

▼
日
本
共
産
党
は
、
日
本
の
伝
統
文

化
で
あ
る
将
棋
や
囲
碁
の
普
及
に
努

め
よ
う
と
半
世
紀
を
超
え
る
期
間
に

わ
た
っ
て
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
全
国
囲

碁
・
将
棋
大
会
（
赤
旗
名
人
戦
）」
も

開
催
し
て
い
る
。
島
根
で
は
１
０
月

１
４
日
に
県
大
会
が
開
か
れ
、
地
区

予
選
を
勝
ち
抜
い
た
２
３
人
の
棋
士

が
盤
上
の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
▼
今

年
、
将
棋
の
県
代
表
と
な
っ
た
來
海

（
き
ま
ち
）
孝
之
さ
ん
＝
松
江
市
＝

は
元
奨
励
会
経
験
者
で
三
段
の
実
力

者
。
島
根
県
代
表
は
、
全
国
大
会
の

予
選
突
破
が
難
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
が
、「
今
年
は
期
待
で
き
そ
う
」

と
県
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
長
の

山
口
節
雄
さ
ん
は
語
る
▼
今
年
初
め

て
日
本
共
産
党
本
部
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
（
１
１
月
１
０
日
～
１
１

日
）
で
「
赤
旗
名
人
」
に
な
る
と
、

将
棋
で
は
プ
ロ
公
式
戦
や
新
人
王
戦

に
出
場
で
き
る
特
典
も
。
新
人
王
を

獲
得
後
、「
目
の
前
の
一
局
に
全
力
を

尽
く
し
て
き
た
」
と
藤
井
七
段
が
語

っ
た
よ
う
に
「
來
海
さ
ん
、
一
局
に

全
力
を
尽
く
し
て
頑
張
れ
！
」（
遠
） 

将
棋
の
高
校
生
棋
士
・
藤
井
聡

太
七
段
（
１
６
）
が
１
０
月
１

７
日
、
大
阪
市
の
関
西
将
棋
会

館
で
あ
っ
た
第
４
９
期
新
人
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て
い
ま
す
。
こ
の
世
論
を
さ

ら
に
大
き
く
広
げ
て
く
だ
さ

い
」
と
支
持
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。 

 

松
江
市
で
は
、
尾
村
利
成

県
議
が
街
頭
演
説
し
、「
市
民

と
野
党
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば

政
治
を
変
え
ら
れ
る
。
政
治

を
変
え
た
い
と
の
声
を
日
本

共
産
党
へ
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。（
写
真
） 

 

尾
村
氏
は
安
倍
政
権
が
狙

う
９
条
改
憲
、
消
費
税
の
増

税
を
批
判
。
河
川
や
土
砂
災

害
危
険
箇
所
の
整
備
こ
そ
急

務
だ
と
強
調
し
、「
島
根
原
発

を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
、
災
害
に

強
い
国
土
、
県
土
を
つ
く
り

ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

 

中
国
５
県
の
日
本
共
産
党

は
１
０
月
１
９
日
、
来
年
の

参
院
選
と
統
一
地
方
選
で
の

躍
進
め
ざ
し
、
各
地
で
い
っ

せ
い
宣
伝
し
ま
し
た
。 

■午前１０時３０分～ 
会場：平田図書館２階・視聴覚ホール 

■午後２時～ 
会場：アクティーひかわ 

参加者からの質問に丁寧に答える福住ひでゆき参院鳥取・

島根選挙区予定候補（益田市） 
 

県
医
労
連
の
森
山
篤
士
委

員
長
ら
７
人
が
１
０
月
２
３

日
、
県
庁
を
訪
ね
、
医
療
・

介
護
現
場
で
の
人
手
不
足
に

よ
り
勤
務
負
担
が
増
大
し
て

い
る
問
題
で
、
県
に
対
し
、

労
働
環
境
や
人
手
不
足
を
改

善
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
県
議
団
が

同
席
し
ま
し
た
。（
写
真
） 

大国陽介県議もお話します 

 

日
本
共
産
党
中
部
地

区
委
員
会
は
１
０
月
２

１
日
、
７
月
の
西
日
本

豪
雨
災
害
で
５
７
０
０

戸
以
上
が
浸
水
被
害
を

受
け
た
岡
山
県
倉
敷
市

真
備
町
の
「
被
災
者
支

援
セ
ン
タ
ー
」
に
冬
服

や
下
着
、
台
所
用
品
な

ど
の
救
援
物
資
を
届
け

ま
し
た
。 

後
藤
由
美
出
雲
市
議

と
亀
谷
優
子
大
田
市
議

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
現

地
入
り
し
、
同
セ
ン
タ

ー
長
の
須
増
伸
子
岡
山

県
議
に
義
援
金
を
手
渡

し
ま
し
た
。（
写
真
） 

後
藤
、
亀
谷
の
両
氏

は
真
備
町
箭
田
（
や
た
）

地
区
の
仮
設
住
宅
を
訪

ね
、
要
望
を
聞
い
て
回

り
ま
し
た
。
入
居
者
か

ら
は
「
家
族
３
人
で
暮

ら
す
に
は
狭
い
。
も
う

少
し
広
い
と
嬉
し
い
」

「
洗
濯
物
を
干
す
場
所

が
日
陰
に
な
る
の
で
な

か
な
か
乾
か
な
く
て
困

る
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

 

県
の
担
当
者
は
「
国
に
対

し
て
実
効
性
あ
る
施
策
の
充

実
が
図
ら
れ
る
よ
う
引
き
続

き
求
め
て
い
く
。
県
と
し
て

も
自
主
的
な
取
り
組
み
を
す

す
め
て
い
く
」
と
答
え
ま
し

た
。 参

加
者
は
「
ふ
ら
ふ
ら
し

な
が
ら
働
く
こ
と
も
あ
る
。

本
当
に
ハ
ー
ド
な
仕
事
」
、

「
勤
務
シ
フ
ト
を
組
む
こ
と

さ
え
大
変
。
休
日
も
ゆ
っ
く

り
で
き
な
い
」
な
ど
の
実
情

を
訴
え
ま
し
た
。 


